
第
九
十
八
回
日
本
学
士
院
受
賞
者
略
歴

も
ろ

く
ま

け
い

じ

恩

賜

賞

日
本
学
士
院
賞

受
賞
者

諸

熊

奎

治

専
攻
学
科
目

理
論
化
学
・
計
算
化
学

生

年

月

昭
和
九
年
七
月

略

歴

昭
和
三
二
年

三
月

京
都
大
学
工
学
部
工
業
化
学
科
卒
業

同

三
八
年

三
月

京
都
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了

同

三
八
年

三
月

工
学
博
士

同

四
二
年

九
月

米
国
ロ
チ
ェ
ス
タ
ー
大
学
助
教
授

同

四
六
年

九
月

米
国
ロ
チ
ェ
ス
タ
ー
大
学
教
授

同

五
一
年
一
二
月

分
子
科
学
研
究
所
教
授

同

六
三
年
一
〇
月

総
合
研
究
大
学
院
大
学
教
授

平
成

五
年

一
月

米
国
エ
モ
リ
ー
大
学
ウ
ィ
リ
ア
ム
ヘ
ン
リ
ー
エ
マ
ー
ソ
ン
教
授

同

五
年

四
月

分
子
科
学
研
究
所
名
誉
教
授

同

七
年

四
月

総
合
研
究
大
学
院
大
学
名
誉
教
授

同

一
二
年

七
月

国
際
量
子
分
子
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
・
プ
レ
ジ
デ
ン
ト

同

一
八
年

九
月

米
国
エ
モ
リ
ー
大
学
名
誉
教
授

同

一
八
年

九
月

京
都
大
学
福
井
謙
一
記
念
研
究
セ
ン
タ
ー
・
リ
サ
ー
チ
リ
ー
ダ
ー
（
現
在
に
至
る
）一



工
学
博
士
諸
熊
奎
治
氏
の
「
分
子
の
構
造
・
機

能
・
反
応
設
計
に
関
す
る
理
論
的
研
究
」
に
対

す
る
授
賞
審
査
要
旨

１
�
は
じ
め
に

量
子
理
論
の
化
学
へ
の
応
用
は
、
方
法
論
の
目
覚
し
い
進
歩
と
電
子
計
算
機

の
性
能
向
上
に
よ
っ
て
、
簡
単
な
分
子
系
か
ら
複
雑
な
分
子
系
へ
と
発
展
し
、

精
度
も
著
し
く
向
上
し
て
新
し
い
発
展
期
を
迎
え
て
い
る
。

諸
熊
氏
は
、
福
井
謙
一
博
士
の
学
風
を
継
ぐ
後
継
者
と
し
て
、
ま
た
量
子
分

子
科
学
の
国
際
的
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
こ
の
分
野
の
進
歩
に
主
導
的
役
割
を
果

し
て
き
た
。
同
氏
の
研
究
は
、
新
し
い
強
力
な
方
法
論
の
開
発
に
加
え
、
対
象

と
な
る
分
子
系
も
蛋
白
質
な
ど
の
巨
大
分
子
を
含
み
、
多
岐
に
亘
っ
て
い
る

が
、
こ
こ
で
は
以
下
に
示
す
三
つ
の
テ
ー
マ
に
ま
と
め
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て

代
表
的
な
研
究
例
を
取
り
上
げ
て
説
明
す
る
。

２
�
炭
素
ナ
ノ
構
造
体
の
理
論
的
研
究

フ
ラ
ー
レ
ン
、
ナ
ノ
チ
ュ
ー
ブ
な
ど
の
炭
素
ナ
ノ
構
造
体
は
、
そ
の
斬
新
な

構
造
と
機
能
が
注
目
さ
れ
多
く
の
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
炭
素
が
ど
の
よ

う
に
し
て
高
熱
条
件
下
で
フ
ラ
ー
レ
ン
や
ナ
ノ
チ
ュ
ー
ブ
に
至
る
の
か
、
そ
の

原
理
は
全
く
解
っ
て
い
な
い
。
諸
熊
氏
は
最
近
、
電
子
理
論
と
分
子
動
力
学
理

論
を
融
合
し
た
方
法
に
よ
り
フ
ラ
ー
レ
ン
の
生
成
過
程
を
研
究
し
、
小
さ
な
炭

素
の
自
己
集
合
に
よ
っ
て
ま
ず
熱
励
起
し
た
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
フ
ラ
ー
レ
ン
が
生

成
し
、
そ
れ
が
熟
成
中
に
２Ｃ
を
放
出
し
て
６０Ｃ
に
至
る“Shrinking

hotgiant

fullerene”

機
構
を
発
表
し
て
、
国
際
的
に
注
目
さ
れ
た
。

３
�
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
グ
ラ
ジ
エ
ン
ト
法
の
展
開
と
化
学
反
応
設
計
の

理
論
的
研
究

諸
熊
氏
は
、
化
学
反
応
の
機
構
と
経
路
を
研
究
す
る
た
め
の
強
力
な
方
法
論

で
あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
グ
ラ
ジ
エ
ン
ト
法
を
展
開
し
て
大
気
反
応
や
燃
焼
反
応

な
ど
の
複
雑
な
反
応
系
に
応
用
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
化
学
反
応
の
設
計
が
「
絵

解
き
」
を
す
る
よ
う
に
容
易
に
行
え
る
よ
う
に
な
り
、
世
界
中
で
広
く
使
わ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
方
法
を
用
い
て
、
当
時
ま
っ
た
く
未
解
明
で
あ
っ
た
ウ

ィ
ル
キ
ン
ソ
ン
触
媒
や
オ
レ
フ
ィ
ン
重
合
触
媒
な
ど
の
遷
移
金
属
錯
体
に
よ
る

均
一
系
触
媒
反
応
の
反
応
機
構
を
系
統
的
に
研
究
し
、
そ
の
機
構
を
明
ら
か
に

し
た
。

さ
ら
に
こ
の
画
期
的
な
成
果
を
発
展
さ
せ
、
計
算
化
学
に
よ
っ
て
触
媒
の
機

能
を
予
測
す
る
方
法
を
開
発
し
、
新
し
い
触
媒
の
開
発
に
利
用
で
き
る
こ
と
を

示
し
た
。
こ
の
均
一
系
触
媒
の
理
論
設
計
の
手
法
は
、
化
学
工
業
各
社
で
広
く

一
一



使
わ
れ
、
オ
レ
フ
ィ
ン
重
合
触
媒
な
ど
各
種
触
媒
の
開
発
に
重
要
な
貢
献
を
し

た
。

４
�
オ
ニ
オ
ム
（O

N
IO
M

）
法
の
開
発
と
そ
の
複
雑
分
子
系
へ
の
応
用

多
く
の
重
要
な
化
学
現
象
を
支
え
て
い
る
分
子
系
は
し
ば
し
ば
巨
大
分
子
系

で
あ
り
、
従
来
の
理
論
的
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
法
に
は
、
適
用
限
界
と
信
頼
度

の
相
克
か
ら
く
る
大
き
な
限
界
が
あ
っ
た
。
諸
熊
氏
は
、
巨
大
分
子
系
を
い
く

つ
か
の
領
域
に
わ
け
、
機
能
の
本
質
を
担
う
重
要
な
領
域
に
は
精
度
の
高
い
方

法
を
、
そ
れ
ほ
ど
重
要
で
な
い
領
域
に
は
計
算
の
容
易
な
方
法
を
組
み
合
わ
せ

て
使
う
新
し
い
方
法
、O

N
IO
M

法
を
開
発
し
、
複
雑
分
子
系
の
理
論
的
研
究

に
新
し
い
面
を
切
り
開
い
た
。
こ
の
方
法
は
極
め
て
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
方
法
で

あ
り
、
内
外
の
多
数
の
研
究
者
に
よ
っ
て
、
均
一
系
お
よ
び
不
均
一
系
触
媒
の

理
論
設
計
、
未
だ
合
成
さ
れ
て
い
な
い
巨
大
分
子
の
化
学
的
性
質
の
予
測
、
高

選
択
性
有
機
合
成
の
反
応
設
計
、
ナ
ノ
ク
ラ
ス
タ
ー
の
分
子
設
計
と
反
応
設

計
、
金
属
酵
素
の
構
造
と
反
応
性
の
相
関
研
究
等
に
広
く
使
わ
れ
、
従
来
の
方

法
で
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
新
し
い
成
果
を
挙
げ
つ
つ
あ
り
、
今
後
益
々
重
要
性

を
増
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

５
�
お
わ
り
に

以
上
に
述
べ
た
諸
熊
氏
に
よ
る
分
子
の
理
論
的
研
究
は
永
年
世
界
を
リ
ー
ド

し
、
同
氏
は
そ
の
業
績
に
よ
り
国
際
量
子
分
子
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
メ
ダ
ル
、
日

本
化
学
会
賞
、
シ
ュ
レ
ー
デ
ィ
ン
ガ
ー
メ
ダ
ル
、
福
井
メ
ダ
ル
な
ど
を
受
賞
し

て
い
る
。
ま
た
、
世
界
的
な
理
論
科
学
者
の
組
織
で
あ
る
量
子
分
子
科
学
ア
カ

デ
ミ
ー
の
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
も
二
期
に
わ
た
っ
て
務
め
た
。

そ
の
卓
越
し
た
研
究
業
績
は
日
本
学
士
院
賞
受
賞
に
値
す
る
。
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